
Round.02　FUJI
第２戦　富士スピードウェイ

公式予選

2022年４月10日（日）
予選・決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
予選：11番手　決勝：12位

#39　阪口 晴南
予選：15番手　決勝：17位

　2022年の開幕イベントとなった　富士スピードウェイ
での第1大会は４月９日（土）の第１戦を終え、今季から
導入された１大会２レースとなる第２戦の予選・決勝日を４
月10日（日）に迎えた。
　第１戦では、前日の専有走行で２台ともに起きたトラブル

　金曜に専有走行を行っていたものの、第１戦同様にいきな
りの“ぶっつけ本番”となる公式予選。前日の第１戦では終
始強い風が吹き、コンディションが不安定ななかでの公式予
選となったが、この日の富士は非常に暖かで春の陽気を感じ
させるなかでの予選となった。
　まず午前10時 25分にスタートした公式予選Q1のＡ
組では、まずは坪井が出走した。坪井はこの日の路面温度が
前日よりもかなり高いことから、３周のウォームアップでア
タックが可能と判断。各車がまず一度コースインした後ピッ
トに戻り、ニュータイヤを履いた後ピットレーン上でステイ。
他車よりもほぼ1周分遅い、残り5分というタイミングで
コースインしていく。4周目にアタックを展開した坪井は、
1分21秒 987というタイムをマーク。この結果４番手で
前日に続きQ2進出を果たした。
　５分間のインターバルに続いて、午前10時 40分にス
タートしたQ1のＢ組には、阪口が出走した。坪井と同様、

の影響もあり、思ったような予選、決勝の戦い方を進めるこ
とができなかったP.MU/CERUMO･INGINGの坪井翔と阪
口晴南だが、できることは限られているとはいえ、第１戦の
決勝で得られた貴重なデータをもとに、さらなる進歩を遂げ
るべく修正を加え第２戦に挑むことになった。

QUALIFY
一度コースインした後、ピットに戻りニュータイヤを装着。
ただ阪口はステイはせず、残り７分でコースイン。５周目に
１分22秒 518をマークするが、やはりその後のライバル
たちのアタックとともに順位がダウン。Ｂ組の８番手でQ2
進出はならず、総合で15番手となった。
　10分間のインターバルを経て、午前11時にスタートし
た公式予選Q2。坪井はQ1と同様、ライバルよりもアタッ
クのタイミングを遅らせ、残り５分でコースインしていっ
た。３周目、坪井は１分22秒 178をマークする。ただ本
来、通常ならQ2はコンディションが上がることから１分

４月10日（日）　10:25～ 11:07　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　1'22.178（Q2）／ #39　阪口晴南　1'22.518 (Q1）

21 秒台に入れたいところ
が、なぜかタイムが落ちて
しまった。さらに翌周もア
タックを展開するが、タイ
ムアップはならず、坪井は
11番手で予選を終えた。



決勝レースRACE

　午前に行われた公式予選を終えてから、３時間弱という非
常に短いインターバルで迎えた第２戦の決勝レース。直前に
行われたウォームアップでは、坪井が５周を走り１分25秒
212というベストタイムをマークし７番手に。阪口は４周
を走り１分25秒701で 13番手につけた。
　ウォームアップでは午前に比べてやや風は出ていたが、気
温23度、路面温度32度という暖かなコンディションのも
と、午後２時30分に決勝レースのフォーメーションラップ
がスタートした。
　11番手からスタートした坪井だったが、スタートは良い
ものではなく、集団に飲まれてしまう。前日クラッチに違和
感を抱えたまま臨んだが、その影響か２戦連続で１周目にポ
ジションを落とすかたちとなってしまい、気づけば17番
手。２周目に１台をかわしてきたものの、同じくあまり良
いスタートではなかった阪口が坪井の後方につけ、P.MU/
CERUMO･INGING の２台は集団の後方からレース序盤を
戦うことになってしまった。
　そんななか、１周目の激しい攻防のなかダンロップコーナ
ーで#50 松下信治と#5 牧野任祐が接触。牧野車がコース
上にストップし動けなくなってしまったことから、レースは
セーフティカーが導入される。このセーフティカーは５周目
に退去しリスタートを迎えるが、その直前に坪井は２ポジシ
ョンを上げたが、フィーリングは前日に比べても良いモノで
はなかった。路気温の変化によるものなのかは不明だが、そ
のまま第１戦と同様コース上にステイ。前を走るライバルが
ピットに向かっていくなか、ドライビングと格闘しながらピ
ットインを遅らせる作戦に出た。

　一方、阪口は前日同様 10周目にピット
ウインドウがオープンするとともにピットイ
ン。タイヤ交換を行った。阪口は前日得られ
たデータをもとに改良を加え変化を感じては
いたが、ペースはあまり上がらない。それで
も第１戦同様浮上へのきっかけを得るべくあ
きらめずにコースへ戻り、#14 大嶋和也を
従えながらラップを重ねていった。
　坪井は続々とライバルたちがピットイン
し、前が開けていくなかラップを重ね、26
周目にピットイン。コースに復帰すると順位
は14番手。28周目に1分 24秒 864と
いう自己ベストをマークし、#64 山本尚貴
を追うと、30周目にオーバーテイク。13

番手につけた。6番手以下は僅差で、まだまだポイント獲得
のチャンスはあった。
　ただ、集団から抜け出すほどの好フィーリングが今日の
坪井にはなかった。坪井は38周目に #53 佐藤蓮をかわし
たものの、集団のなかでなかなか上位へうかがうチャンス
を掴めないまま、41周のチェッカーフラッグを受けた。ま
た阪口は苦闘を続けたまま17位でフィニッシュ。P.MU/
CERUMO･INGING の２台は、第２戦ではポイントを獲得
できずレースを終えることになった。
　トラブルから始まった週末ということもあり、そ
れが最後まで響くかたちとなってしまった P.MU/
CERUMO･INGING。坪井がテストの好調さを繋げられな
かった原因、また阪口の不調はなんとしても改善したいとこ
ろ。第２戦はすぐ、２週間後に鈴鹿サーキットで開催される。
時間はそれほどあるわけではないが、チームは一丸となって
第２戦での復調を目指していく。

４月10日（日）　14:30～　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム：#38　坪井翔　1'24.536（30L）／ #39　阪口晴南　1'24.926 (13L）
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ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「公式予選は前日同様、Q1はまずまずなのにQ2ではいまひとつになってしまいま
した。昨年から続いている状態なのですが、コンディション変化の読み方など、もう
一度最初から見直さないといけないと感じました。決勝のスタートは、これまでSF
では得意だったのですが開幕２戦ともいまひとつでした。前日からクラッチにトラブ
ルがあり不安要素もあったのですが、それが仇になったようにも思います。また今日
はペースも悪く、ステイする作戦を採ったものの、前にもついていけず悪い状態でし
た。フィーリングも非常に良くなかったですね。公式合同テストで良かったのに、今
回悪かった理由をしっかり振り返り解析して、次戦にしっかり臨みたいと思います」

「第１戦から見直して臨んだ結果、クルマは変化してまったく違うフィーリングには
なったのですが、まったく同じタイムなのですごく不思議な状況です。消去法のよう
になってしまった選択肢でしたが、ひとつ確認はできたので、次戦に繋がるとは思っ
ています。スタートは前日良かったものの、今日は悪かった。原因はしっかり分析し
なければいけませんね。戦略はオーソドックスなものでしたが、やはり刻むタイムが
悪いので悔しいところです。タイムの変わり方などは分かったので、そこを繋げてい
きたいです。38号車は鈴鹿のテストでは速かったので、そのデータをもとに準備を
していくとは思いますが、また新たにチャレンジしていく必要があると思っています」

「２台ともに予選もうまくいきませんでしたし、何よりもスタートが良くなかったの
が大きく響いてしまいましたね。坪井選手も阪口選手もともにほぼ最後尾近くまでポ
ジションを落としてしまいましたが、そこからポイント圏内に盛り返すのは今のスー
パーフォーミュラでは難しい。坪井選手は追い上げましたが、得点までは届かなかっ
たです。スタートが悪かった原因はこれから調べますが、それにしてもこのオフのテ
ストでの好調さが維持できていないです。この週末は気温も高かったですが、オフの
テストの寒い時期からの気温や路面温度の変化などもあったなかで、今後どのように
対応していくかなど、２週間後の鈴鹿までに考える必要がありそうです」 



リザルトRESULT
第２戦富士　決勝結果

ドライバーランキング（抜粋） チームランキング

Pos. No. Driver  Team    Engine   Laps Total Time      Gap

1 1 野尻智紀  TEAM MUGEN MOTUL SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'10.882 
2 20 平川亮  carenex TEAM IMPUL SF19  TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'12.541 1.659
3 37 宮田莉朋  Kuo VANTELIN TOM'S SF19  TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'13.376 2.494
4 3 山下健太  REALIZE Corporation KONDO SF19 TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'25.924 15.042
5 55 三宅淳詞  TEAM GOH G01 SF19  HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'26.721 15.839
6 19 関口雄飛  carenex TEAM IMPUL SF19  TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'29.088 18.206
7 6 大津弘樹  DOCOMO DANDELION M6Y SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'41.969 31.087
8 36 G. アレジ  Kuo VANTELIN TOM'S SF19  TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'45.930 35.048
9 7 小林可夢偉 Kids com KCMG Cayman SF19 TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'46.822 35.940
10 15 笹原右京  TEAM MUGEN BINGO SF19  HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'47.220 36.338
11 65 大湯都史樹 TCS NAKAJIMA RACING SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'48.796 37.914
12 38 坪井翔  P.MU/CERUMO･INGING SF19 TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'50.584 39.702
13 53 佐藤蓮  Red Bull TEAM GOH G01 SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'51.540 40.658
14 64 山本尚貴  TCS NAKAJIMA RACING SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:01'52.400 41.518
15 18 国本雄資  Kids com KCMG Elyse SF19  TOYOTA/TRD 01F  41 1:01'54.224 43.342
16 12 福住仁嶺  ThreeBond Drago CORSE SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:02'02.353 51.471
17 39 阪口晴南  P.MU/CERUMO･INGING SF19 TOYOTA/TRD 01F  41 1:02'03.525 52.643
18 14 大嶋和也  docomo business ROOKIE SF19 TOYOTA/TRD 01F  41 1:02'08.978 58.096
19 50 松下信治  BYOUBUGAURA B-MAX SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 41 1:02'29.968 1'19.086
20 4 S. フェネストラズ REALIZE Corporation KONDO SF19 TOYOTA/TRD 01F  40 1:01'49.377 1Lap

以上完走 ( 規定周回数　36Laps)
‒ 5 牧野任祐 DOCOMO DANDELION M5S SF19 HONDA/M-TEC HR-417E 0  

Rank. No. Driver    Total 

1 1 野尻智紀    38
2 20 平川 亮    36
3 37 宮田莉朋    19
4 19 関口雄飛    13
5 4 サッシャ ･フェネストラズ  11
6 3 山下健太    8
7 55 三宅淳詞    7
8 5 牧野任祐    5
9 15 笹原右京    5
10 6 大津弘樹    4

14 38 坪井 翔    3
─ 39 阪口晴南

Rank. No. Driver    Total 

1 carenex TEAM IMPUL   48
2 TEAM MUGEN    36
3 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S  20
4 KONDO RACING    19
5 TEAM GOH    9
6 DOCOMO TEAM DANDELION RACING 9
7 TCS NAKAJIMA RACING   4
8 P.MU/CERUMO・INGING   3
9 KCMG     2


